
№ 法人名 見直し項目 進捗状況

1
栃木県土地開発公社
栃木県道路公社
栃木県住宅供給公社

管理業務の統合
管理業務統合に係る基本事項について、３公社理事長間で確認・合意（平成23年3月29日)
【統合時期】　平成24年4月1日
【統合業務】　経理、庶務等の管理業務（３公社それぞれの法人格は残る）

2

(財)とちぎ生涯学習文化
財団
(財)とちぎ青少年こども財
団

再編
（財）とちぎ未来づくり財団として再編
【合併期日】　平成23年4月1日
【主な事業】　子ども及び青少年の健全育成に関する事業、文化の振興に関する事業  等

治山林道協会と緑化推進委員会において合併契約を締結(平成23年2月1日)
【合併時期】　平成23年12月目途
【名      称】　（社）とちぎ環境・みどり推進機構（仮称）
【主な事業】　緑化事業、県民協働による森づくり　等
【そ の 他 】　治山林道協会のコンサルタント業務部門は平成22年度末をもって廃止

林業労働力確保支援センターを森林整備公社から治山林道協会へ移管(平成23年4月1日)
※森林整備公社はH25.4解散予定

1(財)栃木県育英会 東京学生寮の修繕等 建替えの方向で、今後引き続き県と協議を進めていくことを理事会で報告・了承(H23.5)

県職員依存の組織体
制見直し、機能整理

DV被害者等への支援機能の一元化を含む機能整理を行うとともに、委託事業の県直営化等により県派遣職員を
削減

効率的な施設管理方
法検討

・研修室やホール等があるパルティ（とちぎ男女共同参画センター（南館））は財団が指定管理者として管理
・新たに設置された婦人保護施設（とちぎ男女共同参画センター（北館））は県直営で管理

3
公益財団法人栃木県国
際交流協会

県業務との機能分担
の明確化

協会と県（国際課）のあり方を整理し、従来、県から協会への委託により実施していた友好交流事業を県直営とす
るなど、実施事業の分担を明確化

4
(福)栃木県社会福祉協議
会

貸付事業への評価制
度導入

生活福祉資金(総合支援資金)貸付制度について、貸付期間の短縮化や定期的な状況確認などにより、自立促
進という貸付制度の趣旨に沿った適切な運用を実施(H22.10～)

5
(株)とちぎ産業交流セン
ター

貸事務室の利用促進・
経営改善

入居企業の初期費用の負担軽減を図るため、入居時の家賃１ヶ月分の減免措置を実施

6(財)栃木県交通安全協会 委託業務等の見直し 県委託業務のうち運転免許窓口事務や更新時講習など７業務を一般競争入札へ移行

特定指導法人の見直し基本方針(改定)の進捗状況について

【事業の見直し等】

3 再編

(財)とちぎ男女共同参画
財団
2

○進捗状況（平成22年度）の概要

【統合・廃止等】

(社)栃木県治山林道協会

(社)栃木県緑化推進委員
会

(財)栃木県森林整備公社


